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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月17日(2021.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光面となる第１主面と、前記第１主面の反対側の第２主面と、を有する導光板と、
　前記第２主面側に設けられ、光取り出し面と側面とを有する発光素子と、
　前記発光素子の前記光取り出し面と前記側面を覆う蛍光体層と、
　光反射性樹脂層と、
　を備え、
　前記光反射性樹脂層は、前記第２主面に設けられるとともに、断面視において、前記第
１主面と前記光反射性樹脂層との間に前記発光素子の少なくとも前記光取り出し面と前記
蛍光体層とが位置するように設けられる発光モジュール。
【請求項２】
　前記発光素子は、前記光取り出し面の反対側に設けられた電極を有し、
　前記発光モジュールは、基材と、配線と、ビアと、をさらに備え、
　断面視において、前記基材は、前記光反射性樹脂層と前記配線との間に位置し、
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　前記ビアは、前記基材を貫通し、前記発光素子の前記電極と前記配線とを接続する請求
項１記載の発光モジュール。
【請求項３】
　断面視において、前記発光素子の前記光取り出し面に向き合う位置に設けられた光学機
能部をさらに備えた請求項１または２に記載の発光モジュール。
【請求項４】
　１つの前記導光板の前記第２主面側に複数の前記発光素子が設けられている請求項１～
３のいずれか１つに記載の発光モジュール。
【請求項５】
　側面同士を隣接させて配列された請求項１～４のいずれか１つに記載の発光モジュール
を複数備えた面発光光源。
【請求項６】
　前記発光モジュールの前記側面は、
　前記導光板の前記第２主面側に光反射部を有し、
　前記導光板の前記第１主面側は、前記導光板の一部である請求項５記載の面発光光源。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の一態様によれば、発光面となる第１主面と、前記第１主面の反対側の第２主面
と、を有する導光板と、前記第２主面側に設けられ、光取り出し面と側面とを有する発光
素子と、前記発光素子の前記光取り出し面と前記側面を覆う蛍光体層と、光反射性樹脂層
と、を備え、前記光反射性樹脂層は、前記第２主面に設けられるとともに、断面視におい
て、前記第１主面と前記光反射性樹脂層との間に前記発光素子の少なくとも前記光取り出
し面と前記蛍光体層とが位置するように設けられる発光モジュールが提供される。
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